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1 はじめに
現在，ロボットは現実社会の中で浸透してきており，
今後それが加速し，人間とロボットが共生する社会が来
るとされている [1]．セールスマンやアパレル販売員，旅
行代理店の店員が行ってきた物品や場所を推薦するため
の対話を，ロボットが行う未来は遠くない．このような
推薦対話において，推薦を行う人間に対する親近感は目
的達成のために重要である．この研究では，対話ロボッ
トコンペティション*1への参加（3 位入賞）経験を踏ま
え，アンドロイドロボットに対する親近感を醸成するた
めの工夫を提案する．

2 旅行代理店向け対話ロボット
対話ロボットコンペティションは，2021年 10月,新学
術領域研究対話知能学のプロジェクトの一環として実施
された．コンペティションの目的は，現在の対話ロボッ
ト技術によって現実的問題をどの程度処理できるのかを
明らかにすることであった．そこで，旅行代理店のカウ
ンターセールスを想定し，アンドロイド I（アイ）*2は店
員役として，旅行先を決めたい体験者と対話を行う（図
1）．アンドロイド Iの遂行するタスクは体験者を実行委
員が指定した観光地へ誘導することである．

3 親近感を醸成する対話シナリオの作成
アンドロイド Iは人間に近い外観を有するため，人間
は親近感を持ちやすい．ところが，ロボットの発話はま
だ人間のそれとは遠く，対話を通して親近感を持たせる
ことが難しい．そのため，発話内容を工夫することがア
ンドロイド Iに対する親近感を醸成するために必要なこ
とである．親近感醸成のために必要となる 3つの課題に
着目した．まず，情報だけを淡々と話すため，体験者に
冷たい印象を与える点である．次に定型文しか返すこと
が出来ないため，体験者は対話をしている印象を持てな
い点である．最後に個性を持っていないため，体験者は
アンドロイド Iを 1体のアンドロイドロボットとして見
ることがない点である．これらの課題を解決するために
以下を工夫した．

• 導入部にて世間話を行い，体験者の緊張を和らげて
楽しい対話の印象を与える

• 多彩で適切な応答が可能なエンジンとして Trans-

former ベースの大規模対話モデル [2] を組み込み，
体験者に対話をしている印象を持たせる

• 砕けた口調を用いたり、ロボット自身の経験に基づ
く感想を加えたりすることでロボットの個性を演出

上記の工夫を取り入れつつ，体験者を誘導するタスクを
遂行するために，ヒアリングパートで客の好みを取得し，
その情報を元に観光地紹介・質問応答パートで観光地を

*1 https://sites.google.com/view/crobotcompetition/
*2 大阪大学　石黒浩開発による人型ロボット
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図 1 対話シーン

図 2 対話シナリオ概略図

図 3 講評

推薦した．作成した対話シナリオは図 2に示すように大
きく分けて 5つのパートで構成されている．

4 対話シナリオの評価
対話ロボットコンペティション本選は，zoom を用い
たオンライン上で行われた．旅行代理店業務経験者 1名
を含む 5名が，対話の満足度を評価した．その結果，図
3 の講評を得た．図 3 から，作成した対話シナリオと，
前記技術的工夫により，アンドロイド Iに対する体験者
の親近感を醸成できたことが示される．

5 おわりに
今回組み込んだ工夫点が人間にどれほど親近感を与え
るのか，という検証はまだ不足しているため，これらの
追加検証とともに定量的評価を行う．
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